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向陽高等学校 令和3年度卒業式

学校法人向陽学園では、向陽高等学校、長崎リハビリテーション学院、向陽幼稚園の各卒業

（園）式が、昨年度に続き新型コロナウイルス感染防止対策により、出席者を限定して行われ

ました。向陽学園は、大正１３年創立以来、令和4年3月までに３5,105名の卒業生（園児）を

輩出してきました。卒業生には、コロナ禍の社会で今こそ建学の精神「奉仕」を胸に、それぞれ

の道で活躍して欲しいと思います。

式 辞

校長 𠮷田 惣治

（前文略）「高校卒業」は子どもにとっても、家族にとっ

ても、特別な意味を持ちます。皆さんが、今日ここに立つま

での十八年の間には、常に陰で支え、時にはぶつかり、そし

て一緒に成長した家族がいたことでしょう。そして、今日後

ろに座ってみえる保護者の皆さんも、様々な困難に悩み、

苦しみ、時には悪者の役割を引き受けながら、懸命にお子

様を育ててこられたことでしょう。今、互いのその胸のうちに、

どんな思いがあふれているのでしょうか。今日この卒業の日

を迎えられたことへの感謝の気持ち、生涯忘れてはなりませ

ん。さて、明日からは何事も自分で判断し、迫り来る障害

をはねのけ自分の力で生きて行く日々が始まります。どんな

困難を突きつけられても、向陽高校で育った優しさと、強さ

を忘れないで下さい。そして、向陽高校卒業生であることの

自信と誇りを胸に、突き進んでください。

名残は尽きませんが、お別れの時が来ました。私も皆さ

んに会えた幸せ者の一人としてエールを送りたいと思いま

す。「我等誠実な向陽生」。自分の可能性を信じて、魅

力ある人生を送ることを祈って、式辞と致します。

（全文より一部抜粋）

～学園創立から ３５,１０５名 が卒業～

３月１日（火）、本校体育館で卒業式が挙行されまし

た。コロナ禍での困難な学園生活を乗り越えた卒業生

が、本学園の「建学の精神」を胸に就職・進学に第一

歩を踏み出しました。

「卒業生数」 「たちばな同窓会」２０２2幹事

【美容科】 3７名 沖田 夢愛、 豊村 一夏

【エステティック科】33名 清水 理那、 山本 碧

【保育科】 33名 小川 愛遥、 鴨川 心咲

【福祉科】 23名 ○大久保咲希、○宮崎 佑花

【調理科】 38名 岳野 千鶴、 牧瀬夏乃香

【パティシエ科】 22名 岩﨑 愛美、 田中 美有

【看護科】 41名 坂上 真菜、 和田 真奈

＜高校＞ 計２2７名 ○は学年幹事

卒業生代表答辞 在校生代表送辞

３月１日卒業式に参加できなかった

生徒に、後日校長室で卒業証書

授与式が行われました。

「SUPER BEAVER」の演奏と

お祝いのメッセージがありました。



向陽学園通信「奉仕の理想」　第３９号（通算７１号）  202２年４月８日発行

長崎リハビリテーション学院

令和3年度卒業式

看護専攻科 令和3年度卒業式 式 辞

校長 𠮷田 惣治

（前文略）先天性の骨形成不全症と言う病気の、秋山

大樹君のお母さんが講演会で看護師に求める「５つの事」

を話されました。

『1つ目は、看護師は患者に笑顔で接してもらいたい。

2つ目は、先生に聞けないような事も話せる親しみやすさが

ある事。

3つ目は、引継ぎの大切さ。

4つ目は、忙しさに負けない看護師でいて欲しい。

5つ目は、看護師としての技術を磨いて欲しい。

それが患者さんや家族の安心に繋がります。』

このことを肝に銘じ信頼される看護師になってください。

門出に当たり、卒業生の皆さんに三つの心得をお話して

餞の言葉と致します。はじめに、学校生活で学び、経験した

ことは生きるための基礎編であり、これから先の社会では全

てがその応用編になります。皆さんは本校での五年間の学

習成果で自ら課題を見つけ、主体的に課題解決に取り組

む力を身に付けています。その力を更に伸ばす為にも、新し

い知識や情報を得る努力を怠らないでください。

二つ目は、「感謝のことばを声にして出す」ということです。

感謝のことば「ありがとう」には、「優しさ」と「素直さ」と「心の

輝き」があります。皆さんは、これから長い人生で、より多くの

人との出会いと別れを繰り返します。その一人一人に「感

謝の心」を「ありがとう」という言葉にして伝えてください。

三つ目は、命を大切にして欲しいということです。あなたの

存在こそが、家族をはじめ多くの人に喜びを与えていることを

忘れないでください。卒業生の皆さん、向陽高校看護専攻

科の卒業生であることの自信と誇りを胸に、突き進んでくだ

さい。卒業生の皆さんの、洋々たる前途に、幸多かれと祈り、

式辞と致します。（全文より一部抜粋）

３月２日（水）、高校体

育館で第４２回卒業式

が挙行されました。校内

実習や仲間たちと励ま

し合った5年間の厳しい

学園生活を乗り越えた

３２名の卒業生の皆さ

3月３日（木）、学院東館で卒業式が挙行されました。

96名の卒業生には、コロナ禍の医療現場でも本学院

で学んだ知識と技術を生かし、現場のプロフェッショ

ナルとして活躍されることを期待します。

【理学療法学科】

一部３２名、二部7名

【作業療法学科】30名

【言語療法学科】２7名

令和3年度卒園式

「明るく なかよく 元気よく」

＜シリーズ＞２０２４年「向陽高等学校創立100周年」へ向けて

「建学の精神」伝承式

２月２８日（月）、体育館にて高校の「建学の精神」

を引き継ぐ「建学の精神」伝承式がありました。

式は、新型コロナウイルス感染防止対策により各教室へ

リモート配信で行われ、３年生代表が想いを伝え在校生

代表が決意を述べました。

3月１９日（土）、第７２回卒園式が高校体育館で行

われました。10８名の園児の皆さんは、小学校でも

友達と仲良く元気な生活を送って欲しいと思います。

【エステティック科】

礼節の心
【看護科】

献身の心

卒業生代表答辞

在校生代表送辞

【調理科】

至誠の心

んは、「コロナ禍」の厳し

い医療社会でも、本学

園の「建学の精神」と

「看護の精神」を忘れず

社会に貢献して欲しいと

思います。


